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今回、総合情報処理センター広報は Vol.50が発行される。これを機会に総合情報処理センター
の歴史を簡単に振り返るため変遷を作成してみました。 
 組織は、昭和４９年３月に電子計算室として発足し、平成元年４月に改組されて総合情報処理
センターとなり、現在にいたっています。 
 と、書くと２行で終わるのですが、変遷を作成するために、福井高専十年史、二十年史、三十
年史、四十年史および電子計算機室広報 Vol.1-32、総合情報処理センター広報 Vol.33-49をひも
解いてみると、コンピュータ・ネットワークの発達が直接感じられて、汎用電子計算機の時代に
COBOLを習った記憶、WWWを初めて見たときの記憶などが蘇ると同時に、先人の苦労が偲ば
れました。 
 最後に電子計算機室広報 Vol.1-9（昭和 51 年 11 月発行）までは、がり版刷りで作成されてい
たのですが、20代の人に「がり版刷り」を説明するのに苦労しました。 
 
◇ 総合情報処理センター 変 遷 
1971年（S46） ・ミニコンピュータ OKITAC4300導入 
1974年（S49） ・日立製作所 HITAC8250電子計算システム導入 
・電子計算機室を設置 
1985年（S60） ・東芝 TOSBAC DS600/60システム導入 
1988年（S63） ・総合情報処理センターを設置（電子計算機室を改組） 
・汎用電子計算機 FACOM-M340Uシステム導入 
・PC45台の第１端末室開設 
・PC 6台の第２端末室開設 
1989年（平 1） ・総合情報通信システム＂FINESS＂利用開始 
1992年（平 4） ・PC45台の第３端末室開設 
1993年（平 5） ・福井地域学術ネットワーク＂FAIRnet＂開通 
1995年（平 7） ・福井高専ホームページ試験運用開始 
1996年（平 8） ・光ファイバーケーブルによるキャンパス情報ネットワーク完成 
・教育用電子計算機システム導入 
2000年（平 12） ・教育用電子計算機システム導入リプレイス 
2002年（平 14） ・ギガネットワークシステム導入 
2004年（平 16） ・福井情報スーパハイウェイ＂FAIRnet＂加入 
・全学生の電子メール利用開始 
2005年（平 17） ・教育用電子計算機システムリプレイス 
・PC46台の第４演習室（ものづくりアトリエ）開設 
 
                                 
